
 

 

 

 

 

新年のご挨拶 
■新年明けましておめでとうございます。令和３年太宰府中学校も旧年同様、よろしくお願いします。 

■冬休みの始まりと比べても、全国的に新型コロナウイルス感染拡大が続き、「過去最多」の文字が連日の報道で用

いられています。 

■このような中、後期・後半をスタートさせるわけですが、太宰府中学校では次のことを柱として教育活動を進めて参

ります。 

① 生徒の「安全･安心」を最優先に教育活動を進めます。 

② コロナ禍だからできる教育活動の工夫を進めます。 

③ 生徒・教職員の笑顔を増やして教育活動を行います。 

■後期･後半は、３年生の高校入試も本格化します。２年生も修学旅行が控えています。何とか「チーム太宰府中」の

皆で力を合わせ、３年生が笑顔で進路を獲得し、１・２年生はしっかり自分を成長させ、１つ上の先輩として進級できる

後期･後半にしていきたいと考えています。保護者の皆様もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

第２回 学校運営協議会が開催されました 

■昨年、１１月１８日（水）、第２回学校運営協議会が開催されました。今回は、授業の様子もご覧いただきながら、コ

ロナ禍の中で再開された授業や学校の取り組み、生徒の皆さんの様子について、ご意見をいただきました。 

■以下は、いただいたご意見やご感想をまとめたものです。 

生徒の様子 〇コロナ禍で、入学した１年生は不安だったと思うが、体制が整い、慣れてきた様子がうかがえまし

た。登下校の様子も、なごやかで、元気にいる姿が見られてよかったです。 

〇学校訪問の時に感じることですが、元気な姿と挨拶ができているのに感心しています。 

〇どの教室も私語をする生徒はなく、先生方のお話を聞き自ら学習している姿が見られました。 

●どの子もどの学年も落ち着いて授業を受けていましたが、良くも悪くも、こじんまりした印象でした。 

授業の様子 〇どのクラスも授業のめあてが示され、それにそった教材（プリント等）も準備されていました。生徒

さん達も先生を中心にして授業に取り組んでいて良かったと思います。 

〇交流の場面では、（少しずつ間を空けるなど）机の配置が工夫されていました。 

〇教室に複数、教師がいるクラスもあり、生徒は相談しやすくなっていると感じました。 

〇苦手意識を生みやすい英語において、生徒同士が楽しそうにディスカッションしている姿が印象

的でした。これは普段の教室の雰囲気に通じるものかと思います。 

〇班交流を行っていた教室では、活発な意見交換が行われていました。 

施設面 〇ＬＥＤ電球が使われているのか、教室が明るくなったと感じました。 

●音楽室、図工室の校舎は古いし、もう少し開放的である方が良いのではないでしょうか。音楽室、

図工室は建て替えたほうがよいのでは？ 

〇教室、廊下など校内の清掃が保たれていると思いました。 

その他 ●（コロナの影響で）真冬に窓を開けることになるが、身体への負担が気になるところです。 
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生徒会リーダー研修と新専門委員長の抱負 

■１０月から、新生徒会へとバトンタッチされ、冬休みには令和３年度の生徒会の取り組みなどを話し合う、「リーダー

研修会」が実施されました。 

■リーダー研修会を実施するにあたり、事前に全校生徒に「理想とする学校」や「今後の取り組み」についてアンケート

をとって生徒が願う学校像や思いを知り、新しい生徒会活動に活かそうとしていたのはさすがです。きっと、どの委員

会も太宰府中学校をもっと楽しく充実させる取り組みを考えてくれていることでしょう。期待しています。 

■さて、前回の学校便りでは、新生徒会長と副会長からのメッセージを皆さんに紹介しましたが、今回は、新学級委

員長２人からのメッセージを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学級委員長 ２年２組 大浦 明さん》 
■私は、太宰府中学校を一人ひとりの個性が輝く明るい学校にしたいと思っていま
す。 
■そのために、みんなでお互いの優しさを見つけていきたいです。例えば、委員会
や係の仕事を手伝ってくれたことや授業で分からないところを教えてくれたことな
ど、些細なことでもかまいません。人の悪いところではなく、良いところを見るこ
とで、相手の優しさが見えてくると思います。 
■また、相手の優しさに気づくことができれば、自分もそれを返し、優しさの輪が
広がっていくと思います。みんなで優しさの輪を広げ、あたたかい太宰府中学校を
つくっていきましょう。 

《学級委員長 ２年１組 米湊 瑛治 さん》 

■私は、学級委員長として、各クラスを家族のような温かさを感じる居心地のよい雰

囲気にすること目指しています。 

■そのためには、お互いの理解が必要だと考えています。合言葉は、「目の前の人を

大切に」です。目の前の人を大切にすることを一人ひとりが意識することで、温かい

雰囲気をつくることができると思います。 

■また、私たち生徒会役員は、よりよい学校にするための様々な活動を考えていま

す。学校をよりよくするためのアイデアがあれば、どんどん教えてください。みんな

で最高の学校を創っていきましょう。 

  

 学校運営協議会委員の皆様、貴

重なご意見ありがとうございまし

た。いただいたご意見をもとに、

今後の学校教育や施設の充実に向

け取り組んで参ります。 


